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(57)【要約】
【課題】本発明では、内視鏡システムを持ち運んで検査
を行う場合、持ち運びが容易な可搬性に優れた送気・送
水・吸引装置及び該システムを提供する。
【解決手段】送水管路、送気管路、及び吸引管路を有す
る内視鏡に使用される送気・送水・吸引装置は、前記送
水管路及び前記送気管路と接続可能であって、該送水管
路へ液体を供給し、該送気管路へ気体を供給するために
、該液体と該気体とを収容可能な送水容器と、前記吸引
管路と接続可能であって、該吸引管路内を減圧すること
により吸引された吸引物を捕捉する吸引容器と、前記送
水管路、前記送気管路、及び前記吸引管路の内部の圧力
を変化させる吸込及び吐出可能なポンプと、を備えるこ
とにより、上記課題の解決を図る。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送水管路、送気管路、及び吸引管路を有する内視鏡に使用される送気・送水・吸引装置
であって、
　前記送水管路及び前記送気管路と接続可能であって、該送水管路へ液体を供給し、該送
気管路へ気体を供給するために、該液体と該気体とを収容可能な送水容器と、
　前記吸引管路と接続可能であって、該吸引管路内を減圧することにより吸引された吸引
物を捕捉する吸引容器と、
　前記送水管路、前記送気管路、及び前記吸引管路の内部の圧力を変化させる吸込及び吐
出可能なポンプと、
　を備えることを特徴とする送気・送水・吸引装置。
【請求項２】
　前記送気・送水・吸引装置は、さらに、
　前記ポンプの動作を制御する制御部、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の送気・送水・吸引装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記内視鏡内の前記送水管路、前記送気管路、及び前記吸引管路に設け
られた弁の開閉状態に基づいて、前記ポンプの出力を制御する
　ことを特徴とする請求項２に記載の送気・送水・吸引装置。
【請求項４】
　前記送気・送水・吸引装置は、さらに、
　前記ポンプの吐出口と前記送気管路とを接続する管路に設けた送気弁と、
　前記ポンプの吐出口と前記送水管路とを接続する管路に設けた送水弁と、
　前記吸引容器と前記ポンプの吸引口とを接続する管路に設けた吸引弁と、
　前記吸引時にポンプの吐出口から排出される気体を外部へ排出する第１の開放弁と、
　前記送気または送水時にポンプの吸引口から吸引される気体を外部より取り込む第２の
開放弁と、
　を備え、
　前記制御部は、前記内視鏡に設けられた送気モード、送水モード、吸引モードのいずれ
かまたはその組み合わせからなる操作モードを切り替える操作モード切替部からの切替指
示信号に基づいて、前記送気弁、前記送水弁、前記吸引弁、前記第１の開放弁、及び前記
第２の開放弁の動作を制御すると共に、前記ポンプの出力を制御する
　ことを特徴とする請求項２に記載の送気・送水・吸引装置。
【請求項５】
　送気管路、送水管路、及び吸引管路を有する内視鏡と、該内視鏡に使用される送気・送
水・吸引装置とからなる送気・送水・吸引システムであって、
　前記送気・送水・吸引装置は、
　前記送水管路及び前記送気管路と接続可能であって、該送水管路へ液体を供給し、該送
気管路へ気体を供給するために、該液体と該気体とを収容可能な送水容器と、
　前記吸引管路と接続可能であって、該吸引管路内を減圧することにより吸引された吸引
物を捕捉する吸引容器と、
　前記送水管路、前記送気管路、及び前記吸引管路の内部の圧力を変化させる吸込及び吐
出可能なポンプと、
　を備えることを特徴とする送気・送水・吸引システム。
【請求項６】
　前記内視鏡は、
　前記送気管路及び前記送水管路に設けられ、該送気管路または該送水管路を前記内視鏡
先端の開口部まで開通させるかまたは外部に開放するかを切り替える送気・送水弁と、
　前記吸引管路に設けられ、該吸引管路を前記内視鏡先端の開口部まで開通させるかまた
は外部に開放するかを切り替える吸引弁と、
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　を備えることを特徴とする請求項５に記載の送気・送水・吸引システム。
【請求項７】
　前記送気・送水・吸引装置は、さらに、
　前記送気・送水弁及び吸引弁の開閉状態に基づいて、前記ポンプの出力を制御する制御
部、
　を備えることを特徴とする請求項６に記載の送気・送水・吸引システム。
【請求項８】
　前記内視鏡は、さらに、
　送気モード、送水モード、吸引モードのいずれかまたはその組み合わせからなる操作モ
ードを切り替える操作モード切替部
　を備え、
　前記送気・送水・吸引装置は、さらに、
　前記ポンプの吐出口と前記送気管路とを接続する管路に設けた送気弁と、
　前記ポンプの吐出口と前記送水管路とを接続する管路に設けた送水弁と、
　前記吸引容器と前記ポンプの吸引口とを接続する管路に設けた吸引弁と、
　前記吸引時にポンプの吐出口から排出される気体を外部へ排出する第１の開放弁と、
　前記送気または送水時にポンプの吸引口から吸引される気体を外部より取り込む第２の
開放弁と、
　前記操作モード切替部からの切替指示信号に基づいて、前記送気弁、前記送水弁、前記
吸引弁、前記第１の開放弁、及び前記第２の開放弁の動作を制御すると共に、前記ポンプ
の出力を制御する制御部と、
　を備えることを特徴とする請求項５に記載の送気・送水・吸引システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡検査で使用する送気・送水・吸引装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の挿入部には、被検体を観察するための対物光学系、管腔内の照明のためのライ
トガイドバンドル、各種の処置具を挿通することができる鉗子チャンネル以外にも、送気
・送水管路（送気・送水チャンネル）、吸引チャンネル（吸引管路）が内蔵されている。
【０００３】
　送気・送水チャンネルは、送気装置から供給されたガスや送水装置から供給された水を
内視鏡先端から放出するための管路である。吸引チャンネルは、吸引装置に接続して内視
鏡先端の周囲にあるものを吸引するための管路である。
【０００４】
　このような送気・送水チャンネルや吸引チャンネルに関する技術として、例えば、特許
文献１、特許文献２が知られている。
【特許文献１】特開２００６－２８０５３７号公報
【特許文献２】特開２００３－２８４７７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来、内視鏡検査で使用される送気・送水システムには、光源装置内に設けられた専用
ポンプが必要であった。一方、吸引のために内視鏡室に予め設けられた壁吸引装置、また
は専用の吸引装置が送気・送水装置とは別に必要であった。したがって、複数のポンプが
必要な従来の内視鏡システムは、在宅用内視鏡などの機器の持ち運びが必要なモバイル内
視鏡検査の用途には不向きであった。
【０００６】
　上記課題に鑑み、本発明では、内視鏡システムを持ち運んで検査を行う場合、持ち運び
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が容易な可搬性に優れた送気・送水・吸引装置及び該システムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明にかかる、送水管路、送気管路、及び吸引管路を有する内視鏡に使用される送気
・送水・吸引装置は、前記送水管路及び前記送気管路と接続可能であって、該送水管路へ
液体を供給し、該送気管路へ気体を供給するために、該液体と該気体とを収容可能な送水
容器と、前記吸引管路と接続可能であって、該吸引管路内を減圧することにより吸引され
た吸引物を捕捉する吸引容器と、前記送水管路、前記送気管路、及び前記吸引管路の内部
の圧力を変化させる吸込及び吐出可能なポンプと、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　前記送気・送水・吸引装置は、さらに、前記ポンプの動作を制御する制御部、を備える
ことを特徴とする。
　また、前記制御部は、前記内視鏡内の前記送水管路、前記送気管路、及び前記吸引管路
に設けられた弁の開閉状態に基づいて、前記ポンプの出力を制御することを特徴とする。
【０００９】
　前記送気・送水・吸引装置は、さらに、前記ポンプの吐出口と前記送気管路とを接続す
る管路に設けた送気弁と、前記ポンプの吐出口と前記送水管路とを接続する管路に設けた
送水弁と、前記吸引容器と前記ポンプの吸引口とを接続する管路に設けた吸引弁と、前記
吸引時にポンプの吐出口から排出される気体を外部へ排出する第１の開放弁と、前記送気
または送水時にポンプの吸引口から吸引される気体を外部より取り込む第２の開放弁と、
を備え、前記制御部は、前記内視鏡に設けられた送気モード、送水モード、吸引モードの
いずれかまたはその組み合わせからなる操作モードを切り替える操作モード切替部からの
切替指示信号に基づいて、前記送気弁、前記送水弁、前記吸引弁、前記第１の開放弁、及
び前記第２の開放弁の動作を制御すると共に、前記ポンプの出力を制御することを特徴と
する。
【００１０】
　また、本発明にかかる、送気管路、送水管路、及び吸引管路を有する内視鏡と、該内視
鏡に使用される送気・送水・吸引装置とからなる送気・送水・吸引システムにおいて、前
記送気・送水・吸引装置は、前記送水管路及び前記送気管路と接続可能であって、該送水
管路へ液体を供給し、該送気管路へ気体を供給するために、該液体と該気体とを収容可能
な送水容器と、前記吸引管路と接続可能であって、該吸引管路内を減圧することにより吸
引された吸引物を捕捉する吸引容器と、前記送水管路、前記送気管路、及び前記吸引管路
の内部の圧力を変化させる吸込及び吐出可能なポンプと、を備えることを特徴とする。
【００１１】
　また、前記内視鏡は、前記送気管路及び前記送水管路に設けられ、該送気管路または該
送水管路を前記内視鏡先端の開口部まで開通させるかまたは外部に開放するかを切り替え
る送気・送水弁と、前記吸引管路に設けられ、該吸引管路を前記内視鏡先端の開口部まで
開通させるかまたは外部に開放するかを切り替える吸引弁と、を備えることを特徴とする
。
【００１２】
　前記送気・送水・吸引装置は、さらに、前記送気・送水弁及び吸引弁の開閉状態に基づ
いて、前記ポンプの出力を制御する制御部、を備えることを特徴とする。
　前記内視鏡は、さらに、送気モード、送水モード、吸引モードのいずれかまたはその組
み合わせからなる操作モードを切り替える操作モード切替部を備え、前記送気・送水・吸
引装置は、さらに、前記ポンプの吐出口と前記送気管路とを接続する管路に設けた送気弁
と、前記ポンプの吐出口と前記送水管路とを接続する管路に設けた送水弁と、前記吸引容
器と前記ポンプの吸引口とを接続する管路に設けた吸引弁と、前記吸引時にポンプの吐出
口から排出される気体を外部へ排出する第１の開放弁と、前記送気または送水時にポンプ
の吸引口から吸引される気体を外部より取り込む第２の開放弁と、前記操作モード切替部
からの切替指示信号に基づいて、前記送気弁、前記送水弁、前記吸引弁、前記第１の開放
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弁、及び前記第２の開放弁の動作を制御すると共に、前記ポンプの出力を制御する制御部
と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、内視鏡システムを持ち運んで検査を行う場合、送気・送水・吸引のた
めの装置が１つにまとめられるため、持ち運びが容易となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　＜第１の実施形態＞
　（実施例１）
　図１は、本実施形態（実施例１）における送気・送水・吸引システムの概略構成を示す
。同図において、送気・送水・吸引システムは、内視鏡スコープ１と、送気・送水・吸引
装置１１とから構成される。
【００１５】
　内視鏡スコープ１は、送水管路２、送気管路３、送気送水切替バルブ４、送気・送水管
路５、送気・送水口６、吸引バルブ７、吸引管路８，９、吸引口１０から構成される。送
気・送水・吸引装置１１は、送水タンク１２、吸引タンク１３、ポンプ１４から構成され
る。
【００１６】
　吸引管路８の一端は、内視鏡スコープ１の先端の吸引口１０まで通じている。吸引管路
８の他端は、吸引バルブ７に接続されている。吸引管路９の一端は吸引バルブ７に、他端
は吸引タンク１３から延びている送気・送水・吸引装置１１側の管路と接続されている。
【００１７】
　送気・送水管路５の一端は、内視鏡スコープ１の先端の送気・送水口６まで通じている
。送気・送水管路５の他端は、送気送水切替バルブ４に接続されている。なお、送気・送
水管路５は、送気管路と送水管路というようにそれぞれ独立させて分けてもよい。
【００１８】
　送水管路２の一端は、送水タンク１２から延びている送気・送水・吸引装置１１側の管
路と接続され、その管路の先端は送水タンク１２内の水中に挿入されている。送水管路２
の他端は、送気送水切替バルブ４に接続されている。
【００１９】
　送気管路３の一端は、送水タンク１２から延びている送気・送水・吸引装置１１側の管
路に接続され、その管路の先端は水面上にある。送気管路３の他端は、送気送水切替バル
ブ４に接続されている。
【００２０】
　送気送水切替バルブ４、吸引バルブ７は、内視鏡の操作部を操作することにより、切替
状態を調整することができる。
　図２は、本実施形態（実施例１）における送気送水切替バルブ４及び吸引バルブ７の切
替を説明するための図である。（Ａ１）～（Ａ３）は送気送水切替バルブ４、（Ｂ１）～
（Ｂ２）は吸引バルブ７についての図である。
【００２１】
　送気送水切替バルブ４は、（Ａ１）送気管路３を外気に開放し、送水管路２を遮断する
状態（送気：外気開放／送水：遮断）、（Ａ２）送気管路３を送気・送水管路５と連通さ
せ、送水管路２を遮断する状態（送気：スコープ先端連通／送水：遮断）、（Ａ３）送水
管路２を送気・送水管路５と連通させ、送気管路３を遮断する状態（送気：遮断／送水：
スコープ先端連通）がある。
【００２２】
　吸引バルブ７は、（Ｂ１）吸引管路９を外気に開放し、外気を吸引する状態（外気開放
状態）、（Ｂ２）吸引管路８，９が連通されて、吸引口１０から吸引する状態（スコープ
先端連通状態）がある。
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【００２３】
　図３は、本実施形態（実施例１）における操作を説明するための図である。送気送水切
替バルブ４、吸引バルブ７の切替の組み合わせにより、以下のように、送気、送水、吸引
を行う。
【００２４】
　無操作時（送気、送水、吸引のいずれもしない場合）には、送気送水切替バルブ４を、
送気：外気開放／送水：遮断状態（Ａ１）にし、吸引バルブ７を外気開放状態（Ｂ１）に
しておく。
【００２５】
　送気時には、送気送水切替バルブ４を、送気：スコープ先端連通／送水：遮断状態（Ａ
２）にし、吸引バルブ７を外気開放状態（Ｂ１）にしておく。この場合、ポンプ１４が作
動すると、外気を吸引し、その吸引された外気は送気管路３へ送出され、その外気は送気
・送水管路５の先端である送気・送水口６から射出される。
【００２６】
　送水時には、送気送水切替バルブ４を、送気：遮断／送水：スコープ先端連通状態（Ａ
３）にし、吸引バルブ７を外気開放状態（Ｂ１）にしておく。この場合、ポンプ１４が作
動すると、外気を吸引し、その吸引された外気は、送水タンク１２内の水を送水管路２へ
押し出し、その水は送気・送水管路５の先端である送気・送水口６から射出される。
【００２７】
　吸引時には、送気送水切替バルブ４を、送気：外気開放／送水：遮断状態（Ａ１）にし
、吸引バルブ７をスコープ先端連通状態（Ｂ２）にしておく。この場合、ポンプ１４が作
動すると、吸引口１０から吸引し、吸引物を吸引タンク１３に捕捉する。その吸引された
気体は、送気管路３を通り、送気送水切替バルブ４から外部へ排出される。
【００２８】
　送気・吸引同時操作時には、送気送水切替バルブ４を、送気：スコープ先端連通／送水
：遮断状態（Ａ２）にし、吸引バルブ７をスコープ先端連通状態（Ｂ２）にしておく。こ
の場合、ポンプ１４が作動すると、吸引口１０から吸引し、吸引物を吸引タンク１３に捕
捉する。その吸引された気体は送気管路３へ送出され、送気・送水管路５の先端である送
気・送水口６から射出される。
【００２９】
　送水・吸引同時操作時には、送気送水切替バルブ４を、送気：遮断／送水：スコープ先
端連通状態（Ａ３）にし、吸引バルブ７をスコープ先端連通状態（Ｂ２）にしておく。こ
の場合、ポンプ１４が作動すると、吸引口１０から吸引し、吸引物を吸引タンク１３に捕
捉する。その吸引された気体は、送水タンク１２内の水を送水管路２へ押し出し、その水
は送気・送水管路５の先端である送気・送水口６から射出される。
【００３０】
　本実施例によれば、内視鏡システムを持ち運んで検査を行う場合、送気・送水・吸引の
ための装置が１つにまとめられるため、持ち運びが容易となる。
　（実施例２）
　実施例１において、送気または送水と、吸引とを同時に使用する場合、送気したり送水
するための送り出すための圧力が低下したり、吸引力が低下したりする。そこで、本実施
例では、操作モードに応じて自動的にポンプの出力を調整する送気・送水・吸引システム
について説明する。
【００３１】
　図４は、本実施形態（実施例２）における送気・送水・吸引システムの概略構成を示す
。本実施例は、実施例１に、吸引バルブ７及び送気送水切替バルブ４の切替状態に応じて
、ポンプ１４の出力を制御するポンプ圧制御回路２１を追加したものである。
【００３２】
　図５は、本実施形態（実施例２）における操作を説明するための図である。同図は、一
般的な内視鏡において、そのような内視鏡で用いられているバルブのメカ機構の切替状態
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を示す信号（切替信号）と伝達するための信号線と、その信号線からの切替信号に基づい
てポンプ１４の出力を制御するポンプ圧制御回路２１を付加したものである。なお、操作
内容は、ポンプ１４の出力制御以外については実施例１と同様であるので、その相違点の
み説明する。
【００３３】
　無操作時、すなわち、送気送水切替バルブ４を、送気：外気開放／送水：遮断状態（Ａ
１）にし、吸引バルブ７を外気開放状態（Ｂ１）にした場合、ポンプ圧制御回路２１はポ
ンプ１４の出力を小さくし、アイドリングさせる。
【００３４】
　送気時、すなわち、送気送水切替バルブ４を、送気：スコープ先端連通／送水：遮断状
態（Ａ２）にし、吸引バルブ７を外気開放状態（Ｂ１）にした場合、ポンプ圧制御回路２
１はポンプ１４の出力を中程度にする。
【００３５】
　送水時、すなわち、送気送水切替バルブ４を、送気：遮断／送水：スコープ先端連通状
態（Ａ３）にし、吸引バルブ７を外気開放状態（Ｂ１）にした場合、ポンプ圧制御回路２
１はポンプ１４の出力を中程度にする。
【００３６】
　吸引時、すなわち、送気送水切替バルブ４を、送気：外気開放／送水：遮断状態（Ａ１
）にし、吸引バルブ７をスコープ先端連通状態（Ｂ２）にした場合、ポンプ圧制御回路２
１はポンプ１４の出力を中程度にする。
【００３７】
　送気・吸引同時操作時、すなわち、送気送水切替バルブ４を、送気：スコープ先端連通
／送水：遮断状態（Ａ２）にし、吸引バルブ７をスコープ先端連通状態（Ｂ２）にした場
合、ポンプ圧制御回路２１はポンプ１４の出力を大きくする。
【００３８】
　送水・吸引同時操作時、すなわち、送気送水切替バルブ４を、送気：遮断／送水：スコ
ープ先端連通状態（Ａ３）にし、吸引バルブ７をスコープ先端連通状態（Ｂ２）にした場
合、ポンプ圧制御回路２１はポンプ１４の出力を大きくする。
【００３９】
　本実施例によれば、送気または送水と、吸引とを同時に使用する場合でも、送気または
送水と、吸引それぞれの出力を一定に保持することができる。
　（実施例３）
　本実施例では、送気／送水／吸引制御を電磁弁とし、これらの電磁弁の開閉動作とポン
プの出力とを連動させた送気・送水・吸引システムについて説明する。
【００４０】
　図６は、本実施形態（実施例３）における送気・送水・吸引システムの概略構成を示す
。内視鏡スコープ１は、送気・送水管路５、送気・送水口６、吸引管路８、吸引口１０、
送気／送水／吸引操作ボタン３７から構成される。
【００４１】
　送気・送水・吸引装置１１は、送水タンク１２、吸引タンク１３、ポンプ１４、ポンプ
／バルブ制御回路３１、大気開放バルブ１（３２）、送気バルブ３３、送水バルブ３４、
吸引バルブ３５、大気開放バルブ２（３６）から構成される。
【００４２】
　ここで、大気開放バルブ１（３２）、送気バルブ３３、及び送水バルブ３４は、図１の
送気送水切替バルブ４に相当する。また、吸引バルブ３５、及び大気開放バルブ２（３６
）は、図１の吸引バルブ７に相当する。大気開放バルブ１（３２）、送気バルブ３３、送
水バルブ３４、吸引バルブ３５、及び大気開放バルブ２（３６）は、電磁弁である。
【００４３】
　送気／送水／吸引操作ボタン３７は、送気モード、送水モード、吸引モード、送気・吸
引同時操作モード、送水・吸引同時操作モードのいずれかを選択することができる。送気
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／送水／吸引操作ボタン３７によって操作モードを選択すると、その操作信号がポンプ／
バルブ制御回路３１に送られる。ポンプ／バルブ制御回路３１は、その操作信号に基づい
て、ポンプ１４、大気開放バルブ１（３２）、送気バルブ３３、送水バルブ３４、吸引バ
ルブ３５、及び大気開放バルブ２（３６）の動作を制御する。
【００４４】
　図７は、本実施形態（実施例３）における操作を説明するための図である。ポンプ１４
、大気開放バルブ１（３２）、送気バルブ３３、送水バルブ３４、吸引バルブ３５、及び
大気開放バルブ２（３６）の切替の組み合わせにより、以下のように、送気、送水、吸引
を行う。
【００４５】
　無操作時、すなわち、送気／送水／吸引操作ボタン３７にて送気、送水、吸引のいずれ
のモードも選択しない場合には、ポンプ／バルブ制御回路３１は、送気バルブ３３、送水
バルブ３４、吸引バルブ３５、大気開放バルブ１（３２）、及び大気開放バルブ２（３６
）を閉めて、それぞれの管路を遮断すると共に、ポンプ１４を停止させる。
【００４６】
　送気時、すなわち、送気／送水／吸引操作ボタン３７にて送気モードを選択した場合に
は、ポンプ／バルブ制御回路３１は、送気バルブ３３を開いて管路をスコープ先端まで連
通させる。また、ポンプ／バルブ制御回路３１は、大気開放バルブ２（３６）を開いて外
気へ開放する。ポンプ／バルブ制御回路３１は、それ以外のバルブを閉める。そして、ポ
ンプ／バルブ制御回路３１は、ポンプ１４を中程度の出力で動作させる。
【００４７】
　送水時、すなわち、送気／送水／吸引操作ボタン３７にて送水モードを選択した場合に
は、ポンプ／バルブ制御回路３１は、送水バルブ３４を開いて管路をスコープ先端まで連
通させる。また、ポンプ／バルブ制御回路３１は、大気開放バルブ２（３６）を開いて外
気へ開放する。ポンプ／バルブ制御回路３１は、それ以外のバルブを閉める。そして、ポ
ンプ／バルブ制御回路３１は、ポンプ１４を中程度の出力で動作させる。
【００４８】
　吸引時、すなわち、送気／送水／吸引操作ボタン３７にて吸引モードを選択した場合に
は、ポンプ／バルブ制御回路３１は、吸引バルブ３５を開いて吸引タンク１３－ポンプ１
４間の管路を連通させる。また、ポンプ／バルブ制御回路３１は、大気開放バルブ１（３
２）を開いて外気へ開放する。ポンプ／バルブ制御回路３１は、それ以外のバルブを閉め
る。そして、ポンプ／バルブ制御回路３１は、ポンプ１４を中程度の出力で動作させる。
【００４９】
　送気・吸引同時操作時、すなわち、送気／送水／吸引操作ボタン３７にて送気・吸引同
時操作モードを選択した場合には、ポンプ／バルブ制御回路３１は、送気バルブ３３を開
いて管路をスコープ先端まで連通させると共に、吸引バルブ３５を開いて吸引タンク１３
－ポンプ１４間の管路を連通させる。ポンプ／バルブ制御回路３１は、それ以外のバルブ
を閉める。そして、ポンプ／バルブ制御回路３１は、ポンプ１４を大きい出力で動作させ
る。
【００５０】
　送水・吸引同時操作時、すなわち、送気／送水／吸引操作ボタン３７にて送水・吸引同
時操作モードを選択した場合には、ポンプ／バルブ制御回路３１は、送水バルブ３４を開
いて管路をスコープ先端まで連通させると共に、吸引バルブ３５を開いて吸引タンク１３
－ポンプ１４間の管路を連通させる。ポンプ／バルブ制御回路３１は、それ以外のバルブ
を閉める。そして、ポンプ／バルブ制御回路３１は、ポンプ１４を大きい出力で動作させ
る。
【００５１】
　本実施例によれば、実施例１及び実施例２の効果に加えて、さらに、実施例１で内視鏡
スコープ側に設けられていたバルブを送気・送水・吸引装置１１側に設けるので、内視鏡
スコープの構造が簡単になる。
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【００５２】
　＜第２の実施形態＞
　在宅内視鏡検査においては、内視鏡本体を含め使用する機材（システム）に可搬性が要
求される。例えば、粘性の高い痰を水に薄めて吸引し易くしたり、対物レンズ面を洗浄し
たりする際には、電動ポンプが必要となるが、可搬性の点で問題があった。システムの一
部でも現場で調達することができれば、機材の輸送搬入の負担が軽減される。
【００５３】
　そこで、本実施形態では、挿入部先端から噴射させる液体を、水道水圧を利用して内視
鏡の送水チャンネルに送り込む送液手段を備える内視鏡について説明する。ここで、送液
手段は、その一端に、水道の蛇口に着脱可能な第１の接続手段と、他端に内視鏡の送水チ
ャンネルに着脱可能な第２の接続手段とを設けると共に、一定の流量あるいは水圧を超え
ないようにするためのリリース手段（またはレギュレータ）を備える。これにより、送液
手段を水道に直結させることができる。
【００５４】
　また、送液手段は、薬液が封入された第１の収納部（内視鏡の送水チャンネルに接続可
能）と、第１の収納部を覆うとともに水道水が注入可能な第２の収納部を備えている。こ
の送液手段は、第２の収納部に水道水が注入されたとき、第１の収納部に水道水圧がかか
るように構成されている。第１の収納部は、柔軟な袋からなる。これにより、水道水圧を
利用して、送液手段を加圧することができる。
【００５５】
　図８は、本実施形態における送気・送水・吸引システムの構成概要を示す。内視鏡１０
１には、送水ＯＮ／ＯＦＦボタン１０２が設けられている。その送水ＯＮ／ＯＦＦボタン
１０２からはチューブ１０７が延出している。チューブ１０６とチューブ１０７は第１の
ジョイント１０３を介して連結している。チューブ１０６の他端は、リリーフまたはレギ
ュレータ１０５を介して第２のジョイント１０４により、水道の蛇口１０９と連結してい
る。
【００５６】
　水道水を送水する場合には、送水ＯＮ／ＯＦＦボタン１０２をＯＦＦにした状態で、蛇
口１０９を開いておく。そうすると、送水ＯＮ／ＯＦＦボタン１０２の手前まで水圧がか
かる。この状態で、送水ＯＮ／ＯＦＦボタン１０２をＯＮにすると、送水チャンネル１０
８に送水されて、内視鏡スコープ１０１の先端より送水される。このとき、リリーフまた
はレギュレータ１０５で流量を調整することにより、安全な圧力／流量に設定することが
できる。
【００５７】
　次に、水道水以外の液体を送水する場合について説明する。水道水以外の液体を送水す
る場合、チューブ１０６に送液バッグ１１０を介在させる。送液バッグ１１０は、柔軟性
のある第１の収納部１１２に、柔軟性のある第２の収納部１１４が覆いかぶさっている構
造をしている。第１の収納部１１２には、予め各種液体を収納することができる。注入口
１１３からは、水道水が第２の収納部１１４に注入される。送出口１１１からは、第１の
収納部１１２に収納されている収納物が送出される。
【００５８】
　第１の収納部１１２に収納された液体を送液する場合、送水ＯＮ／ＯＦＦボタン１０２
をＯＦＦにした状態で、蛇口１０９を開いておく。そうすると、水道水が注入口１１３よ
り注入されて、第１の収納部１１２と第２の収納部１１４の隙間に水道水が供給される。
すると、水圧が第１の収納部１１２にかかり、第１の収納部１１２内に収納されている液
体が押し出されて、内視鏡スコープ側に流れる。そうすると、送水ＯＮ／ＯＦＦボタン１
０２の手前まで液圧がかかる状態となる。この状態で、送水ＯＮ／ＯＦＦボタン１０２を
ＯＮにすると、液体が送水チャンネル１０８に送られて、内視鏡スコープ１０１の先端よ
り送出される。
【００５９】
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　本実施形態によれば、送液ポンプを用意する必要がないので、機材の輸送搬入負担を軽
減することができる。また、レギュレータを調整することで、水道水圧以下で送液スピー
ドをコントロールすることができる。また、送液バッグを用いれば、各種薬剤を送液する
ことができる。
【００６０】
　＜第３の実施形態＞
　携帯内視鏡を用いて病院外で内視鏡検査を行う場合、吸引装置も一緒に持ち運ぶ必要が
あり、可搬性の低下の原因になっていた。
【００６１】
　そこで、本実施形態では、一端が家庭用電気掃除機のノズルに接続でき、他端が吸引ビ
ンに接続できる接続アダプターについて説明する。なお、この接続アダプターには、吸引
圧力を調整するためのリーク孔と、リーク調整弁が設けられている。
【００６２】
　図９は、本実施形態における接続アダプターを示す。図９（ａ）に示すように、接続ア
ダプター１２０は、カテーテル１２１の一端にテーパー状の接続口金を設けている。その
接続口金１２３とカテーテル１２１との連結部１２３には、リーク孔１２２が開けられて
いる。
【００６３】
　次に、この接続アダプター１２０の使用方法について説明する。まず、接続口金１２３
を家庭用電気掃除機のノズル１２６に接続し、家庭用電気掃除機の電源をＯＮにする。す
ると、カテーテル先端から吸引することができる。
【００６４】
　このとき、リーク孔１２２を指で塞いで圧力調整を行うこともできる。また、図９（ｂ
）に示すように、リーク孔１２２に弁を設け、スライドしてリーク孔１２２の開口量を調
整することにより、吸引力を調整してもよい。
【００６５】
　本実施形態によれば、家庭用電気掃除機を吸引装置として使用することができるので、
吸引装置を別途持ち運ぶ必要がなくなり、可搬性が向上する。
　＜第４の実施形態＞
　本実施形態では、内視鏡検査に使用する送気・送水・吸引に使用される管路を１つの経
路で結び、手動ポンプで全ての必要な圧力を供給する送気・送水・吸引装置について説明
する。
【００６６】
　図１０は、本実施形態における送気・送水・吸引システムを示す。同図は、図１のポン
プ１４を手動ポンプ１４４に置き換えたものに相当する。同図において、内視鏡スコープ
１３１には、吸引管路１３２、送気管路１３３、送水管路１３４が設けられている。
【００６７】
　送気・送水・吸引装置１４１は、送水タンク１４２、吸引タンク１４３、手動ポンプ１
４４が設けられている。手動ポンプ１４４を操作することにより、吸引対象物を内視鏡ス
コープ１３１の先端の吸引口から吸引し、吸引管路１３２を介して、吸引タンク１４３に
吸引することができる。また、手動ポンプ１４４を操作することにより、送気管路１３３
を経由して、内視鏡スコープ１３１の先端の送気口から送気することもできる。また、手
動ポンプ１４４を操作することにより、送水タンク１４２内の水を送水管路１３４を経由
して、内視鏡スコープ１３１の先端の送水口から送水することもできる。なお、手動ポン
プ１４４は、手で操作するタイプであってもよいし、足で操作するタイプであってもよい
。
【００６８】
　本実施形態によれば、内視鏡システムを持ち運んで検査を行う場合、送気・送水・吸引
のための装置が手動ポンプになり、持ち運びが容易になる。
　なお、本発明は、以上に述べた実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を
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逸脱しない範囲内で種々の構成または実施形態を取ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】第１の実施形態（実施例１）における送気・送水・吸引システムの概略構成を示
す。
【図２】第１の実施形態（実施例１）における送気送水切替バルブ４及び吸引バルブ７の
切替を説明するための図である。
【図３】第１の実施形態（実施例１）における操作を説明するための図である。
【図４】第１の実施形態（実施例２）における送気・送水・吸引システムの概略構成を示
す。
【図５】第１の実施形態（実施例２）における操作を説明するための図である。
【図６】第１の実施形態（実施例３）における送気・送水・吸引システムの概略構成を示
す。
【図７】第１の実施形態（実施例３）における操作を説明するための図である。
【図８】第２の実施形態における送気・送水・吸引システムの構成概要を示す。
【図９】第３の実施形態における接続アダプターを示す。
【図１０】第４の実施形態における送気・送水・吸引システムを示す。
【符号の説明】
【００７０】
　１　　　内視鏡スコープ
　２　　　送水管路
　３　　　送気管路
　４　　　送気送水切替バルブ
　５　　　送気・送水管路
　６　　　送気・送水口
　７　　　吸引バルブ
　８，９　吸引管路
　１０　　吸引口
　１１　　送気・送水・吸引装置
　１２　　送水タンク
　１３　　吸引タンク
　１４　　ポンプ
　２１　　ポンプ圧制御回路
　３１　　ポンプ／バルブ制御回路
　３２　　大気開放バルブ
　３３　　送気バルブ
　３４　　送水バルブ
　３５　　吸引バルブ
　３６　　大気開放バルブ
　３７　　送気／送水／吸引操作ボタン
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